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自己紹介

見澤 広志

元半導体部品メーカのソフト
開発者、現在、自動車関連会
社でソフト開発に従事。

社外：JaSST Tokai実行委員／
ASTER 組込みCI研究WG

最近の興味：AWS、Docker

趣味：子どもに動くおもちゃ
作り、体を動かすこと



本日のLT資料はテスト自動化
カンファレンス2021で発表した
資料を抜粋したものです。
テスト自動化カンファレンス2021の発表資料と
発表動画は以下のリンクからご覧ください。

発表資料：https://speakerdeck.com/misawasan/zu-ip-mixiang-
ketesutoshi-xing-huremuwaku-falsegoshao-jie

発表動画：https://www.youtube.com/watch?v=VggVeLqcGd4

https://speakerdeck.com/misawasan/zu-ip-mixiang-ketesutoshi-xing-huremuwaku-falsegoshao-jie
https://www.youtube.com/watch?v=VggVeLqcGd4


今日お伝えしたいこと

１．仮想環境でのテストをCIパイプラインに
組込むと、組込みソフトのテストが

高度化する。



アジェンダ

組込み製品のテストの課題

サンプルのテスト対象の説明

テスト環境の説明(HILSとSILS)

デモ(HILSとSILS)動画のURLの紹介

本ツールのメリット、デメリット



組込み製品のテストの課題







課題と対策





サンプルのテスト対象の説明





テスト環境の説明(HILSとSILS)







デモ(HILSとSILS)動画のURLの紹介



HILSデモ動画：https://www.youtube.com/watch?
v=VggVeLqcGd4 (18分付近)

https://www.youtube.com/watch?v=VggVeLqcGd4








SILSデモ動画：https://www.youtube.com/watch?
v=VggVeLqcGd4 (22分付近)

https://www.youtube.com/watch?v=VggVeLqcGd4








本ツールのメリット、デメリット





Now..







組込みCI研究WG参加者募集

組込みCI研究WGでは、継続的インテグレーション、継続的テ
スト、継続的デプロイなどの研究を実施しております。

もし、興味がありましたら、ご参加ください。



月1度、主に日曜日の13:30～17:00で実施。
(オンライン)

ご興味ある方は、以下のメールアドレスまで連絡
をお願いします。

aster-embci@qualab.jp

mailto:aster-embci@qualab.jp
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